
様式第 1号 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和６年度第４回所沢市上下水道事業運営審議会 

開 催 日 時 
令和６年１０月２４日（木） 

午前１０時００分から１１時１５分まで 

開 催 場 所 上下水道局庁舎３階 大会議室 

出 席 者 の 氏 名 
越阪部 眞、小澤 峰子、金子 修三、北野 大、小西 綾子、 

瀬能 幸則、永井 儀男、西村 めぐみ（５０音順） 

欠 席 者 の 氏 名  

議 題 

（１）所沢市水道事業経営計画の改定について 

（２）第２次所沢市下水道事業経営計画の策定及び下水道使用料のあ 

り方について 

（３）第２次市街化調整区域（流域第１０負担区）下水道事業整備事 

業について 

（４）その他 

会 議 資 料 

令和６年度 第４回所沢市上下水道事業運営審議会次第 

令和６年度 第４回所沢市上下水道事業運営審議会席次表 

令和６年度 第４回所沢市上下水道事業運営審議会質問・意見書 

資料１ 所沢市水道事業経営計画の改定について 

資料２ 所沢市水道事業経営計画（素案） 

資料３ 第２次所沢市下水道事業経営計画の策定及び下水道使用料 

のあり方について 

資料４ 第２次所沢市下水道事業経営計画（素案） 

資料５ 第２次市街化調整区域（流域第１０負担区）下水道整備事業 

について 

担 当 部 課 名 

上下水道局長          仲 正之 

上下水道局次長         根岸 清 

上下水道局下水道維持担当参事  加藤 孝雄 

上下水道局総務課長       中澤 宏和 

上下水道局経営課長       草彅 秀夫 

上下水道局窓口サービス課長   粕谷 明彦 

上下水道局水道建設課長     古澤 祐晴 

上下水道局給水管理課長     坂野 浩明 

上下水道局下水道整備課長    村上 和雄 

上下水道局下水道維持課主査   鹿島 義則 

上下水道局下水道維持課主査   瀧澤 誠 

 

（事務局） 

上下水道局経営課主査      向井 達哉 

上下水道局経営課主査      越阪部 那佳子 

上下水道局経営課主任      水原 史貴 

上下水道局経営課主任      山岡 翔 

上下水道局経営課主事      久保 未来音 

電話 ０４（２９２１）１０８７ 



様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 
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経営課長 

 

 

 

 

 

１．開会（事務局により進行） 

 

２．あいさつ 

 ・開会あいさつ（会長） 

・会議資料の確認 

・出席状況の確認・会議の成立の報告 

 

３．議事の前の手続き（会長により進行） 

・傍聴希望者の確認（希望者０名） 

 

４．議事（会長により進行） 

 

議事（１）について説明していただきたい。 

 

※資料１・２に基づき、所沢市水道事業経営計画の改定について説明。 

（１）所沢市水道事業経営計画（素案）の審議 

（２）水道料金改定の考え方 

（３）水道料金体系の改定ポイント 

 

（以下、質疑応答） 

 

基本料金をあげる方針は仕方のないことだと思う。上下水道事業は装置

産業なので多額の設備投資があり、固定費として回収していかなくてはな

らない。しかし、所沢市は給水収益に占める基本料金の割合が本来は約７

７％のところ、現状は約１８％で、他市の約半数が３０％以上とのことで、

基本料金の割合を３５％に引き上げることに異論はない。改定率について

も、耐震化や老朽化対策等、装置産業として必要な設備投資を行うには、

今回の値上げである程度上げないと、将来の改定時にもっと上げ幅が大き

くなってしまう。 

 

 今回は改定率と基本料金の割合を決めて、次回の審議会時に具体的な数

値の新料金体系案を提示していただけるということか。 

 

次回は今回の審議会で示した約２５％の改定率と基本料金の割合を３

５％にする方針に基づき、新料金体系案を提示する。その中で、基本料金

の割合を上げることによる少量使用者への激変緩和策を次回の会議でご審

議いただきたい。 
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会長 

 

経営課主査 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

会長 
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会長 

 

下水道維持課主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

下水道維持課主査 

計画期間の最終年度まで経営目標を最低限達成できる約２５％の改定率

とし、基本料金の割合を３５％にする方針について、決定してよろしいか。 

 

 （一同異議なし） 

 

続いて、議題（２）について説明していただきたい。 

 

※資料３・４に基づき、第２次所沢市下水道事業経営計画の策定及び下水 

道使用料のあり方について説明。 

（１）第２次下水道事業経営計画（素案）の審議 

（２）下水道使用料改定の考え方 

（３）下水道使用料体系の改定ポイント 

 

（以下、質疑応答） 

 

 一番大事なことは８ページの適切な運転資金２０億円以上を確保しつ

つ、経常収支比率１００％以上を達成するためには、約１５％の改定が必

要ということであると思う。また、１５ページについて、日本下水道協会

が示しているとおり、固定的費用を基本使用料で全て回収することが望ま

しいが、約６５％まで割合を段階的に高めることを目指し、基本使用料の

割合を現行の約４０％から４５％に設定する方針に異論はない。 

 

計画期間の最終年度まで経営目標を最低限達成できる約１５％の改定率

とし、基本料金の割合を４５％にする方針について、決定してよろしいか。 

 

（一同異議なし） 

 

続いて、議事（３）について説明していただきたい。 

 

※資料５に基づき、第２次市街化調整区域（流域第１０負担区）下水道

整備事業について説明。 

（１）第２次市街化調整区域（流域第１０負担区）の受益者負担金単位

負担額（案） 

（２）受益者負担金の納付について 

（３）今後のスケジュールについて 

 

（以下、質疑応答） 

 

分割払いの場合、事務手続き上の問題で１０円単位の請求をしないのか。 

 

１００円未満の端数については、条例上、計算方法が定められている。 



会長 
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会長 
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会長 

 

 

 

副会長 

 受益者負担金の単位負担金額については、従来からの負担の公平性等を

鑑みて、前回と同様の物価上昇率の考え方で算定した１,３５０円/㎥と決

定してよろしいか。 

 

（一同異議なし） 

 

続いて、議事（４）について説明していただきたい。 

 

次回の第５回審議会の開催は１１月２１日（木）を予定している。 

 

本日予定した議事は全て終了したので、進行を事務局にお返しする。 

 

５．閉会（事務局により進行） 

 

閉会挨拶 

 


